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1. 本研究は，近代社会において発刊された４種の生

活綜合事典（明治39年 版，昭和２年版，昭和９年版，昭

和37年 版）に採録された食生活にかかわる事項（のべ7000

項目）を調査し，これをもとに，明治初年以降，今日に

いたるまで，一般国民，とりわけ主婦が，この面で身に

つけてきた，または身につけるように期待されてきた教

養が，量的ないし，質的に，とlの ような変動過程をたど

ったかについて分析する。そして，このことにより，将

来の家庭生活，家庭教育のありかたについて示唆をうる

ことを目的とする。
2.3 すでに第１報（本学会，昨年度の大会で発表）に

おいて，上記7000 項目中，「食品」に関するものの調査

結果について検討した。今回は，さらにすすみ，料理形

式，調理技法，調理機器等を調査・吟味した。 すなわち

４種の事典に盛りこまれた和風・中華風・洋風料理，ま

た，精進・懐石・会席・しっぽ く，南 蛮・本膳料 理な

ど，さまざまの料理形式，さらには，これらの料理をな

りたたせ条件づけているところの種々の調理技法や調理

機器を主要な研究対象とした。そして，事項数やヴォリ

ュームにさまざまな統計的操作を加えることにより，量

的な変動過程を，各事項の記事内容を分析することによ

り質的な変動過程を明らかにしようとした結果，食生活

史，しいては家庭生活史のうえで，いくつかの重要な成

果がえられたので，本大会での発表を希望することとし

た。


